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野生動物との共生のために

豊かな自然が広がる日本には様々な野生動物が生息している。しかし、近年は人里での野生

動物、特にクマの出没が目を引く。2019年には札幌市の住宅地にヒグマが出没し、のちに駆除さ

れた。北海道だけでなく、大阪府や神奈川県など都市部にも出没が相次いでいるが、人間とクマ

との生活に何が起きているのだろうか。
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日本に生息するクマ

クマによる被害
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クマの活動範囲の変化

予期せぬ出会いはなぜ起きるのか

共生のために私たちができること

日本には、北海道の約半分の地域に生息するヒグマと、東北地方か

ら中国地方までと四国の限られた地域に生息するツキノワグマの二種

類がいる。従来、クマとは山に入らなければ滅多に出会うことはないと

思われていた。しかし、近年では人里に降りてくることが増え、農作物

や人への被害が多くなってきている。かつては人間と共生していた動

物が、いまや物理的な被害をもたらす害獣として駆除せざるを得ない

状況となっている。

クマ同様、シカやイノシシ、サルも同様に事例が増えており、野生動物をあたかも「人間の敵」のように扱う報道もあ

る。予期せぬ遭遇は物的被害や駆除の必要性を生み、両者にとって望ましくない結果が生じてしまう。それを防ぐた

めには、適切な対策や予備知識をつけることが必要だ。また、人間の生活圏では放置果樹、生ごみなどの誘引物の

除去や里山の手入れ、農耕地の電気柵の設置・管理など、クマを寄せ付けない対応が求められている。

森を開発・利用してきた私たち人間が野生動物の生態を知り地道な取組みを続けていくことによって、両者の共生

を実現できるのではないだろうか。

人間とクマが遭遇してしまう原因は、大きく分けて二つある。一つは

森林減少と気候変動だ。主食であるブナやドングリが不作になり、山

で充分に食べ物を摂ることができない若いクマが人里に降りてきてし

まう。また、暖冬の影響で冬眠できない個体も出ているという。

もう一つは、クマと人間の生活圏の境界が曖昧になっていることが

挙げられる。以前は下草刈りや木の間伐など、里山は適度に人の手

が入っていた。しかし、高齢化や過疎化が進み山の手入れが疎かに

なるにつれ、境界線が不明瞭になってしまった。その結果が、人里に

クマが現れるという現状である。クマたちは、農作物や家畜を荒らす

ことでエサが簡単に手に入るということを覚えてしまったのである。

（左：出典: 大雪山国立公園連絡協議会

右：出典: 環境省 「クマと共存するために」）

（出典:農林水産省 「野生動物による被害対策」）
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ツキノワグマの1年の生活
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木箱のエサを摂る器用なヒグマ

（筆者撮影 2019年8月のぼりべつクマ牧場）

（出典:環境省 「クマ類出没対応マニュアル」）

人間の住処への誘引防止方法

木箱

ツキノワグマは2月ごろに出産し、12月ごろに冬眠する。山菜などのエサ

探しで活発に活動しする春から秋までは、特に遭遇する可能性が高い。

クマは人間の活動に伴って生じる食べ物（誘引物）につられて人里に下

りてくる。私たち一人ひとりが生ゴミの処理、キャンプ場のゴミ管理、廃棄

農作物の処理などを心がける必要がある。


